
企画名： 三重ジュニアドクター養成プログラムによる未来の科学者育成

実施機関： 国立大学法人 三重大学

連携機関： 三重県教育委員会、皇學館大学、鈴鹿工業高等専門学校、鈴鹿医療科学大学、四日市
大学、三重県総合博物館、津市教育委員会、四日市市教育委員会、亀山市教育委員会、
尾鷲市教育委員会、桑名市教育委員会、いなべ市教育委員会、鈴鹿市教育委員会、大
台町教育委員会、松阪市教育委員会、名張市教育委員会、 志摩市教育委員会、紀北
町教育委員会、伊賀市教育委員会、 伊勢市教育委員会、熊野市教育委員会、多気町
教育委員会、 鳥羽市教育委員会

令和３年２月９日（火） 連絡協議会



１．プログラム概要 第一段階プログラムの開催場所



広報ページ
https://jr-doc.pj.mie-u.ac.jp/

• 事業概要
• 講座内容
• ブログ
• ニューズレター
• ジュニアドクター・レポート

１．プログラム概要



受講生専用ページ
https://jr-doc.pj.mie-u.ac.jp/hiroba/

• 講座の案内、資料、講座の動画
• 欠席連絡
• レポート提出
• みえジュニアドクター・ネットワーク

質問、情報交流

１．プログラム概要

• 教員・メンター連絡
• 成績管理



（１）H30・R1・R2 年度選抜方法・選抜基準（年度毎の改善点）

平成30年度 令和元年度 令和2年度

募集 6月8日～7月4日 4月1日～4月23日 2月17日～4月16日

書面審査 7月6日～10日 ４月25日～5月6日 ４月17日～4月22日

面接審査 7月14日 5月11日 ー

選考結果通知 7月17日 5月14日 4月28日

開講式 7月28日 5月25日 5月23日

報告会・修了式 3月23日 3月21日 3月13日

募集方法
・チラシ、ポスター、HP、新聞報道、CSTや科学部教員、

学校長訪問と依頼、科学イベントでの案内
選抜方法

・書面審査 運営委員10名
申請書 科学への興味、研究の意欲、科学・技術への関心の広さ、

多面的な情報収集、自由研究の成績
推薦書 学習意欲と学習状況、研究に対する具体的行動、他者による評価

・面接審査 運営委員6名
書類選考を通過したエリアAとエリアD希望者のみを対象
グループ面接（1グループ4名）
個別質問
グループ課題（egg-drop） 意欲、態度、積極性、協調性、独創性

１．プログラム概要 H30・R1・R2 年度の第一段階プログラムの実施状況



（１）各年度の選抜人数（エリア別人数）

１．プログラム概要 H30・R1・R2 年度の第一段階プログラムの実施状況

年度 エリア
小学 中学

5 6 1 2 3 合計

H30 A 4 9 8 6 3 30

B 0 1 2 0 0 3

C 0 0 0 1 0 1

D 1 0 1 1 3 6

合計 5 10 11 8 6 40

R１ A 5 4 7 7 1 24

B 0 0 2 2 2 6

C 2 2 1 0 2 7

D 2 0 2 2 3 9

E 2 0 0 1 1 4

合計 11 6 12 12 9 50

R２ A 3 4 10 5 1 23

B 0 0 2 0 0 2

C 1 6 0 0 0 7

D 0 1 4 0 1 6

E 0 1 3 1 1 6

合計 4 12 19 6 3 44



（２）各年度の修了者数（エリア別人数）

１．プログラム概要 H30・R1・R2 年度の第一段階プログラムの実施状況

年度 エリア
小学 中学

5 6 1 2 3 合計

H30 A 4 7 7 6 3 27

B 0 1 2 0 0 3

C 0 0 0 1 0 1

D 1 0 1 1 3 6

合計 5 10 11 8 6 37

R１ A 4 4 4 6 1 19

B 0 0 1 1 0 2

C 2 1 1 0 1 5

D 2 0 2 1 3 8

E 2 0 0 0 1 3

合計 10 5 8 8 6 37

H30年度 辞退者3名（2月）
R１ 年度 辞退者9名 最終報告未提出 4名



能力
評価項目

（５段階評価）
該当講座 評価回数 評価者

課題発見・探究する能力
探求力

探究活動講座 開始段階
中間段階
最終段階

担当教員
シニアメンター
運営委員

独創性

忍耐力

情報収集

データの分析

計画性

安全面での注意力

倫理的配慮

知識、概念、スキルを活
用する能力

概念の理解
観察・実験講座

毎回の講座
（最大20回）

担当教員

シニアメンタースキルの活用

日常生活への応用力

批判的評価

情報発信する能力 文章力 プレゼンテーション講
座
成果発表会

研究発表会
（一部の受講生）
成果報告会

教員
シニアメンター
メンター
受講生（相互評価）

レポート構成の理解

図表の作成

プレゼン能力

協働する能力
協調性

観察・実験講座
毎回の講座
（最大20回）

メンターコミュニケーション力

責任感

意思決定

受講者のメタ認知 質問項目２５

２．受講生の評価の概要



２．受講生の評価の概要 評価基準



２．受講生の評価の概要 評価基準



２．受講生の評価の概要 評価基準



3．受講生の伸長の状況

（1）R1年度 受講生の評価

課題発見・探究する能力 知識、概念、スキルを活用する能力

情報発信する能力 協働する能力



（2）受講生の自己評価

3．受講生の伸長の状況
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年度毎のコンテスト等の参加状況

４．受講生の伸長 コンテストなどの実績

年度
サイエンス

カンファレンス

学生科学 科学の甲子
園

（県内予選）

その他
三重生物 津高校SSH

児童生徒発表会

皇學館大学
研究集会

県展 地区 全国レベル 地区レベル

2018

6件 「自然科学観察
コンクール」
努力賞

「児童才能開発
コンテスト」
科学賞

「三重県発明工
夫展」
三重県知事賞

4件
・三重県博物館
賞
・中日新聞社賞
・三重テレビ賞
・奨励賞

13件

2019

2件
・プレゼンテー
ション賞
・アイデア賞

６件
・優秀賞

2件

4件 ３チーム出場
三重ジュニアドク
ターグループ
2チーム
・みえびぃ賞

三重大学教育学部
付属中学校（受講
生）1チーム
・総合3位

「科学の芽」
努力賞

「三重県発明工
夫展」
津市教育委員会
長賞

6件
・三重県知事賞
・中日新聞社賞
・三重テレビ賞
・奨励賞

7件 4件



（１）メンターの役割

５．メンターの活動

• 第一段階プログラムの構成から、メンターではなく
サポーターにとどまっている

• 自由研究のサポート業務の強化

・受講生のサポートとグループ活動におけるファシリテーター
・受講生の能力や特徴を把握し、メンター間で共有
・伸長したい４つの能力について評価
・実験準備の補助や
・プログラムについてHPのブログで情報発信
・会場業務
・保護者対応
・エリアDでは探究活動講座の実験指導

プレゼン講座の指導や自由研究発表のサポート



（２）メンター間のコミュニケーションの状況とマネジメントの工夫

５．メンターの活動

地域理数教育推進室事務担当者
• 講師との打ち合わせ
• タイムスケジュールの作成
• メンターとの日程調整、役割、事

前打ち合わせ

実施当日（オンライン時）
• 開始30分前に打ち合わせ
• 終了後に検討会（30分）

ジュニアドクター・メンタークラブ
• サポーター経験者によるグループ

を設置予定



第一段階

６．受講生へのフィードバックを含めた個々の学びのPDCA

• 講義担当者はルーブリックに基づき
評価

• メンターは受講状況からルーブリッ
クに基づき評価

• 評価は「教員・メンター専用サイ
ト」に記録し、受講生の特徴を共有

• 自由研究の進捗状況に関する報告と
指導

• 自由研究報告レポート提出と発表会
の実施（3月）

• 毎回の講義終了時に学習記録提出

● 受講生の学習記録例



７．第二段階の指導の工夫と評価計画 選抜の方法と評価基準

１．希望調査
・研究したいことや具体的なテーマ
・将来、勉強したい科学分野や職業

２．第一段階の取り組みと書類選考

３．指導教員との面談



• 個人研究活動

研究テーマが明確であり意欲的であること

サイエンスコンテストや研究会での発表

報告書作成（ジュニアドクター・レポート）

• サイエンスキャンプにおけるグループ活動

• 科学の甲子園ジュニア予選出場

７．第二段階の指導の工夫と評価計画 プログラム内容

• 第二段階受講生の研究指導の際には、指導教員の研究室の大学院生が、
実験指導、データ解析、データのまとめ方についてサポート。



第二段階プログラム参加の受講生の人数（学年・男女・第二段階在籍年数）

７．第二段階の指導の工夫と評価計画 受講者数

期 年度
小学 中学

合計6 1 2 3
男 女 男 女 男 女 男 女

第1期

2019
受講

0 0 1 3 2 5 4 4 19

2019
修了

0 0 1 3 2 5 4 3 18

第2期

2020
継続

0 0 0 0 0 2 0 4 6

2020
新規

3 0 2 1 1 4 1 1 13

2020
受講

3 0 2 1 1 6 1 5 19

• 第一段階修了者は「みえジュニアドクター・ネットワーク」に入ることで、高校進学や第二段階教育プロ
グラムに進まなかった場合も交流を続け、情報交流や研究のサポートを行う。

• 第二段階教育プログラム希望者で、自由研究の成果をあげた修了生に対しては、研究会での発表の機会を
紹介するとともに、成果のあった修了生は、その後、第二段階教育プログラム選抜の対象者とする。



7．第二段階の指導の工夫と評価計画

• テーマ設定と研究指導教員のマッチング
• 指導教員による個別指導（大学の研究室、メール、zoom）
• 研究室の学生がTAとしてサポート
• 受講生は自宅でも実験や解析を実施
• 中間報告会の実施（8月）
• ルーブリックに基づき評価
• 評価結果をもとに、サイエンスカンファレンス発表者、およびサイエンスコンテスト等の発

表者の選考と指導
• 「みえジュニアドクターレポート」への報告書提出（2月）

● R1年度の各受講生の指導状況
学年 テーマ 指導教員 大学 メール zoom

1 1 妊娠中の服薬による胎児への副作用 医学研究科・西村有平 2回 5回

2 1 魚の眼の機能　マダイとクロダイの違い 生物資源学研究科・宮﨑多恵子 8回 10回以上

3 1 猛暑撃退！　これぞ、冷風パイプ 教育学部・松本金矢 3回 5回

4 1 イルカの頭骨形態の比較に関する研究 生物資源学研究科・吉岡 基 5回 10回以上

5 3 オオサンショウウオの行動実験 教育学部・平山大輔 5回 20回以上

6 2 雨水がサラセニア消化液の分解力に与える影響 教育学部・市川俊輔 4回 40回以上 1回

7 3 脳の左右差について 医学研究科・西村有平 3回 5回

8 3 月の重力と潮の満ち引きについて 教育学部・伊藤信成 3回 5回

9 3 蚊の糞における微生物相 生物資源学研究科・苅田修一 5回 10回以上

10 2 木星までの距離を計算で求める 教育学部・伊藤信成 2回 10回以上

11 2 1/fゆらぎのある音を聞くと 人はどのような気持ちになるか 教養教育院・野呂雄一 3回 20回以上

12 3 海岸からみた地層形成 教育学部・栗原行人 2回 5回

13 2 キウイ果樹のRNA分解 生物資源学研究科・苅田修一 5回 10回以上

14 2 プラナリアの走光性について 教育学部・後藤太一郎 3回 10回以上

15 2 風車の羽の面積と出力の関係　ーエネルギーの変換ー 教育学部・松本金矢 3回 5回

16 3 2045年問題 工学研究科・藤原裕司 5回

17 2 塩害に負けるな 教育学部・後藤太一郎 3回 20回以上

18 3 なれ寿司 教育学部・市川俊輔 1回 20回以上 2回

19 3 離れて暮らす老人の生活に活気をもたらすためにすべきこと（AIの活用） 工学研究科・松井博和 2回 5回



８．今後の重点課題

• 「ジュニアドクター育成塾」の認知度の強化

• 受講生の個に応じた指導の強化

• メンターの育成

• 修了生の高校での活動調査とサポート

• 高大接続改革との繋がり

• 産業界との連携の推進

• 資金計画

• 三重県における科学教育ネットワーク




